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戦
前
の
小
説
に
お
け
る
片
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て

―
―
長
音
の
表
記
を
中
心
に
―
―

久
　
保
　
田
　
　
　
篤

一

　

川
端
康
成
の
小
説
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と
テ
ー
ブ
ル
を
「
テ
エ
ブ
ル
」
と
書

い
て
あ
る
の
を
見
る
が
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
一
般
的
だ
っ
た
の
か

と
い
う
よ
う
な
質
問
を
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
、
例

え
ば
『
雪
国
』
に
見
ら
れ
る
、
片
仮
名
表
記
語
で
長
音
を
含
む
語
を
、
出
現
順

に
あ
る
程
度
挙
げ
て
み
る
と
（
括
弧
内
に
は
初
め
に
見
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
を
示

す
。
同
じ
語
が
他
の
ペ
ー
ジ
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
）、

ス
チ
イ
ム
（
八
頁
）

プ
ラ
ツ
ト
・
フ
オ
ウ
ム
（
一
四
頁
）

ス
キ
イ
（
一
八
頁
）

ポ
ス
タ
ア
（
三
一
頁
）

ウ
イ
ス
キ
イ
（
四
三
頁
）

ヴ
エ
エ
ル
（
六
四
頁
）

カ
ア
テ
ン
（
七
一
頁
）

ク
リ
イ
ム
（
八
三
頁
）

ス
ロ
オ
プ
（
一
〇
一
頁
）

コ
オ
ト
（
一
〇
七
頁
）

ス
カ
ア
ト
（
一
二
一
頁
）

メ
エ
ト
ル
（
一
三
六
頁
）

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
長
音
符
号
「
ー
」
で
は
な
く
、
ア
行
の
仮
名
が
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
右
に
挙
げ
た
部
分
だ
け
で
も
分
か
る
よ
う
に
、「
ア
・
イ
・
ウ
・

エ
・
オ
」
全
て
の
仮
名
が
長
音
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
音

表
記
は
、「
モ
オ
ツ
ア
ル
ト
」
等
の
例
も
知
ら
れ
て
お
り
、
古
め
か
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
書
き
方
で
あ
る
が
、
ど
の
程
度
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
、

当
時
は
こ
の
書
き
方
を
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ど
う

か
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め
に
は
、
種
々
の
文
章
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
す
ぐ
に
結
論
を
出
せ
る
問
題
で
は
な
い
が
、
今
回
取
り
あ
え
ず
、
こ
の

『
雪
国
』
が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
昭
和
十
二
年
あ
た
り
の
小
）
1
（
説
を
幾
つ
か
調
査

し
、
当
時
の
小
説
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
、
ほ
ん
の
少
し
で
は

あ
る
が
様
相
を
窺
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
、
長
音
符
号
で
は
な
く
母
音
の
仮
名
で
長
音
を
示
す
書
き
方
は
、
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現
在
で
は
全
く
一
般
的
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
書
き
方
が
慣
用
と
し
て

残
っ
て
い
る
語
が
現
在
で
も
幾
つ
か
あ
る
こ
と
は
、
平
成
三
年
に
内
閣
告
示
さ

れ
た
「
外
来
語
の
表
記
」
の
、
Ⅲ
の
3
「
長
音
は
、
原
則
と
し
て
長
音
符
号

「
ー
」
を
用
い
て
書
く
。」
の
注
1
「
長
音
符
号
の
代
わ
り
に
母
音
字
を
添
え
て

書
く
慣
用
も
あ
る
。」
の
例
と
し
て
「
バ
レ
エ
（
舞
踊
）」「
ミ
イ
ラ
」
が
、
ま

た
注
2
「「
エ
ー
」「
オ
ー
」
と
書
か
ず
、「
エ
イ
」「
オ
ウ
」
と
書
く
よ
う
な
慣

用
の
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
る
。」
の
例
と
し
て
（
エ
イ
の
例
は
こ
こ
で
は

省
く
）「
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
」「
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
球
技
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
改
め
て
認
識
で
き
る
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
語

の
数
は
、
現
在
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
右
の
4
語
に
し
て
も
、
そ
の
う
ち

の
二
つ
は
、「
バ
レ
ー
（
ボ
ー
ル
）」「
ボ
ー
リ
ン
グ
（
穴
を
あ
け
る
こ
と
）」
と

の
書
き
分
け
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
と
す
ぐ
に
予
想
で
き
る
も
の
で
あ
る
（
ま

た
「
ボ
ウ
ル
」
の
方
は
「
ボ
ー
ル
」
と
書
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
）。
こ
の
よ

う
に
、
現
在
な
お
残
っ
て
い
る
と
言
え
る
語
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
か
つ
て
の

よ
う
な
書
き
方
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
昭
和
二

十
九
年
の
国
語
審
議
会
「
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
」
の
⑺
に
お
い
て
「
長
音

を
示
す
に
は
、
長
音
符
号
「
ー
」
を
添
え
て
示
し
、
母
音
字
を
重
ね
た
り
、

「
ウ
」
を
用
い
た
り
し
な
い
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
既
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。（
な
お
、
右
に
「
外
来
語
の
表
記
」
を
引
用
し
た
と
き
に
省
い
た
、

注
2
の
「
エ
イ
」
の
方
の
例
は
、「
エ
イ
ト
」「
ペ
イ
ン
ト
」「
レ
イ
ア
ウ
ト
」

「
ス
ペ
イ
ン
（
地
）」「
ケ
イ
ン
ズ
（
人
）」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
発
音

も
エ
ー
で
は
な
く
エ
イ
の
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は
、
現
在
長
音
符

号
で
書
く
の
が
一
般
的
な
語
と
、「
カ
フ
ェ
ー
」
の
よ
う
な
明
ら
か
に
長
音
の

も
の
と
を
対
象
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
注
2
に
続
く
注
3
の

「（
略
）。
た
だ
し
、
慣
用
に
応
じ
て
「
ー
」
を
省
く
こ
と
が
出
来
る
」
の
例
と

し
て
「
エ
レ
ベ
ー
タ
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」「
ス
リ
ッ
パ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
色
々
と
議
論
が
な
さ
れ
て
い
て
、

分
野
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
回
の
考
察
で
は
、

同
じ
語
が
別
の
箇
所
で
長
音
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
あ
る
場
合
の
み
取
り
上

げ
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
に
し
た
。）

二

　

ま
ず
、
当
時
の
小
説
に
お
い
て
、
片
仮
名
が
ど
の
よ
う
な
部
分
に
用
い
ら
れ

て
い
る
か
を
、
短
編
を
中
心
に
幾
つ
か
の
小
説
を
見
な
が
ら
、
概
観
し
て
お
く

（
以
下
、
語
の
前
後
の
記
述
等
を
適
宜
括
弧
を
付
す
な
ど
し
て
示
す
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
語
が
複
数
例
あ
る
場
合
、
全
て
同
じ
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
る
1
例
の
場
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
複
数
見
ら
れ
る
語
は
、
そ
の
表
記

の
用
例
数
を
括
弧
内
に
示
す
。
ま
た
、
現
在
も
片
仮
名
表
記
が
一
般
的
な
、
外

来
語
・
外
国
語
に
つ
い
て
は
多
く
は
用
例
の
所
在
を
示
す
こ
と
は
省
略
し
、
そ

れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
前

後
の
漢
字
も
含
め
て
示
す
場
合
や
作
品
名
な
ど
、
旧
字
体
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

全
て
新
字
体
に
直
し
て
示
す
。
ル
ビ
は
、
検
討
対
象
と
す
る
場
合
以
外
は
、
省

い
て
示
す
）。

　

昭
和
十
一
年
の
丹
羽
文
雄
の
作
品
集
『
こ
の
絆
』
の
表
題
作
「
こ
の
絆
」
に

見
ら
れ
る
片
仮
名
は
、

ア
パ
ー
ト
（
21
例
）　　

エ
ゴ
イ
ス
ト　
　

ク
リ
ー
ム　
　

コ
ロ
ン
ビ
ア
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コ
ン
ク
リ
ー
ト　
　

シ
ヤ
ツ　
　

ス
リ
ツ
パ　
　

ソ
フ
ア

ダ
ン
ス
パ
ア
テ
イ
（
3
例
）　　

ノ
ツ
ク　
　

マ
ダ
ム

レ
コ
ー
ド
（
5
例
）　　

ロ
ボ
ツ
ト

ヴ
オ
ー
ガ
ン
・
ヴ
オ
グ　
　

ジ
ヤ
ル
ダ
ン
・
デ
・
モ
ー
ド

チ
チ
リ
ツ
・
チ
チ
リ
ツ
・
チ
ン
ト
ン
チ
レ
ト
ツ
（
と
三
味
線
に
移
る
の
だ

つ
た
）（
五
二
頁
）

の
よ
う
に
、
現
在
で
も
片
仮
名
表
記
が
一
般
的
な
、
外
来
語
や
外
国
語
の
表
記

お
よ
び
擬
声
語
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
殆
ど
を
占
め
、
こ
れ
以
外
に
は
、
次
の

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
捨
て
仮
名
と
接
尾
語
「
つ
」
が
見
ら
れ
）
2
（
た
。

二
タ
棹
の
衣
裳
箪
笥
（
五
頁
）　　

二
階
の
二
タ
間
（
七
頁
）

八
ツ
手
（
一
九
頁
）　　

三
ツ
分
も
大
き
か
つ
た
（
九
頁
）

　

同
じ
昭
和
十
一
年
刊
行
の
志
賀
直
哉
『
万
暦
赤
絵
』
の
「
万
暦
赤
絵
」
で
も

基
本
は
、

ア
ラ
ス
カ
（
2
例
）　　

カ
ー
ル
（
し
た
柔
ら
か
い
毛
）

グ
レ
ー
ハ
ウ
ン
ド　
　

コ
ロ
ー
（
の
小
さ
い
風
景
画
）（
3
例
）

「
デ
イ
オ
ゲ
ネ
ス
と
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
帝
」　　

ハ
ル
ビ
ン

（
昔
の
絵
で
は
）
フ
ラ
ゴ
ー
ル
（
の
も
の
）　　

ブ
ウ
ル
デ
ル
（
の
箆
跡
）

ブ
ル
テ
リ
ヤ
（
に
似
た
犬
）

マ
ル
テ
イ
ス
・
テ
リ
ヤ
（
は
古
い
歴
史
を
持
つ
た
犬
）

（
玄
関
へ
）
ド
ヤ
〳
〵
（
と
出
迎
へ
た
）（
四
一
頁
）

の
よ
う
に
外
来
語
や
外
国
の
人
名
・
地
名
と
、
擬
態
語
で
、
右
と
同
じ
く
捨
て

仮
名
も
、

一
ト
口
に
（
二
八
頁
）　　

一
ト
桁
下
（
三
五
頁
）

と
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
、

（
所
謂
）
ニ
ウ
（
が
見
え
て
い
る
）﹇
陶
器
の
貫
入
﹈（
三
五
頁
）

と
い
う
、
特
殊
な
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
者
が
1
例
あ
っ
た
。

　

最
初
に
長
音
表
記
の
例
を
示
し
た
、
昭
和
十
二
年
の
川
端
康
成
『
雪
国
』
単

行
本
の
「
雪
国
」
の
片
仮
名
も
、
全
て
示
し
て
み
る
と
、

ア
ラ
ン　
　

ヴ
ア
レ
リ
イ　
　

ウ
イ
ス
キ
イ　
　

ヴ
エ
エ
ル

カ
ア
テ
ン　
　

カ
フ
エ　
　

ガ
ラ
ス　
　

ク
リ
イ
ム　
　

コ
オ
ト

コ
ツ
プ　
　

ゴ
ム
（
2
例
）　　

ス
カ
ア
ト　
　

ス
キ
イ
（
22
例
）

ス
チ
イ
ム
（
八
頁
）
ス
テ
イ
ム
（
一
一
六
頁
）　　

ス
ト
オ
ヴ

ス
ロ
オ
プ　
　

ダ
リ
ヤ　
　

チ
ヨ
ツ
キ　
　

ト
ン
ネ
ル　
　

ネ
ル

ハ
イ
キ
ン
グ　
　

バ
ラ
ッ
ク　
　

ハ
ン
カ
チ

フ
オ
ウ
ム
（
一
一
五
頁
）

プ
ラ
ツ
ト
・
フ
ォ
ウ
ム
（
一
四
頁
）　

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ウ
ム
（
一
一
八
頁
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　
　

ベ
ル　
　

ポ
ス
タ
ア　
　

マ
ツ
チ　
　

マ
ン
ト

メ
エ
ト
ル　
　

ラ
ツ
セ
ル
（
2
例
）　　

ロ
シ
ア

（
土
地
の
言
葉
で
）
ハ
ツ
テ
（
と
い
ふ
）（
一
六
四
頁
）

ハ
ツ
テ
（
を
作
つ
て
）（
一
六
四
頁
）

ハ
ツ
テ
（
が
組
ん
で
あ
つ
た
）（
一
六
五
頁
）

と
な
る
。
こ
れ
も
殆
ど
が
外
来
語
お
よ
び
外
国
の
人
名
・
地
名
で
あ
り
、
他
に

は
右
の
最
後
に
挙
げ
た
「
ハ
ツ
テ
」（
稲
を
か
け
て
干
す
木
。
は
で
木
）
と
い

う
特
殊
な
語
の
表
記
が
1
語
3
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

昭
和
十
三
年
の
片
岡
鉄
兵
『
思
慕
』
の
中
の
「
思
慕
」
に
は
、

ア
パ
ー
ト
（
4
例
）　　

カ
フ
ヱ　
　

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
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ダ
ン
ス
・
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
プ
（
2
例
）　　

ベ
ツ
ト

（
心
の
中
に
）
マ
リ
ヤ　
　

ル
ウ
ズ
（
な
生
活
）　　

レ
ス
ト
ラ
ン

カ
ツ
と
燃
え
立
ち
さ
う
な
（
七
五
頁
）

の
よ
う
に
、
や
は
り
外
来
語
お
よ
び
外
国
の
人
名
と
、
擬
態
語
の
ほ
か
に
、

ま
ア
お
掛
け
な
さ
い
（
六
九
頁
）

ま
ア
ど
う
し
ま
せ
う
（
六
五
頁
）

ま
ア
い
つ
来
た
ん
で
す
（
六
九
頁
）

な
ど
、
副
詞
お
よ
び
感
動
詞
の
「
ま
あ
」
の
片
仮
名
「
ア
」
表
記
が
全
部
で
4

例
見
ら
れ
る
。

　

同
じ
昭
和
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
で
は
、

ア
ト
リ
エ　
　

ア
ル
プ
ス　
　

イ
デ
エ　
　

ヴ
エ
ラ
ン
ダ
（
7
例
）

カ
ト
リ
ツ
ク　
　

カ
ン
ワ
ス　
　

ク
リ
ス
マ
ス　
　

コ
ス
モ
ス

コ
ツ
プ　
　

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
32
例
）　　

セ
ン
シ
ユ
ア
ル

テ
ラ
ス　
　

ド
ア　
　

ト
ラ
ン
ク　
　

ノ
オ
ト
（
5
例
）

パ
セ
テ
イ
ツ
ク　
　

バ
ル
コ
ン
（
21
例
）　　

パ
レ
ツ
ト
・
ナ
イ
フ

ヒ
イ
タ
ア　
　

ブ
ラ
ウ
ス　
　

フ
ラ
ス
コ　
　

フ
レ
ン
チ
扉ド
ア

（
3
例
）

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム
（
2
例
）　　

ベ
ツ
ド
（
23
例
）

ホ
テ
ル
（
5
例
）　　

ラ
イ
ラ
ツ
ク　
　

ラ
ン
プ　
　

リ
ノ
リ
ウ
ム

リ
ボ
ン　
　

リ
ル
ケ
（
2
例
）　　

レ
ク
ヰ
エ
ム　
　

鎮レ
ク
ヰ
エ
ム

魂
歌

レ
ン
ト
ゲ
ン　
　

父ワ
ア
タ
ア親

ギ
ヤ
ツ
と
鋭
い
鳥
の
啼
き
声
（
一
七
三
頁
）

ギ
ヤ
ツ
、
ギ
ヤ
ツ
と
啼
き
立
て
た
（
一
七
四
頁
）

と
な
っ
て
い
て
、
外
来
語
・
外
国
語
等
と
擬
声
語
の
み
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
同
じ
昭
和
十
三
年
の
中
山
義
秀
『
厚
物
咲
』
か
ら
も
表
題
作
「
厚

物
咲
」
を
見
る
と
、

イ
ム
ポ
テ
ン
ト　
　

ゴ
ム
風
船　
　

シ
ス
テ
ム　
　

ス
ー
プ
（
2
例
）

ヒ
ス
テ
リ
イ　
　

ブ
ウ
ム　
　

フ
ロ
ッ
ク　

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト

ブ
ロ
ー
カ
ア
（
4
例
）　　

モ
ン
ペ
（
3
例
）

プ
ン
と
臭
ひ
の
く
る
（
三
七
頁
）

ペ
コ
ペ
コ
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
（
五
六
頁
）

の
よ
う
に
、
外
来
語
と
、
片
仮
名
表
記
が
慣
用
に
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る

「
も
ん
ぺ
」
と
、
擬
態
語
の
ほ
か
に
、
右
の
作
品
と
同
じ
く
、

ま
ア
重
傷
を
負
つ
て
帰
つ
て
来
た
身
体
だ
か
ら
（
四
九
頁
）

と
い
う
「
ま
あ
」
の
長
音
の
「
ア
」
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
に
長

音
を
片
仮
名
で
示
し
た
、

爺
イ
（
一
五
頁
）

や
、
擬
態
語
の
促
音
を
片
仮
名
で
示
し
た
、

し
ツ
と
追
つ
て
み
た
が
（
六
六
頁
）

も
見
ら
れ
、

ザ
ツ
ト
こ
ん
な
も
の
だ
（
七
頁
）

と
い
う
副
詞
の
表
記
に
も
片
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
）
3
（
る
。
こ
の
ほ
か
に
、

（
こ
ん
な
）
シ
ツ
コ
イ
（
爺
イ
つ
た
ら
あ
り
や
し
な
い
よ
）（
一
五
頁
）

カ
マ
を
か
け
て
み
た
（
二
〇
頁
）　　

ム
キ
に
な
つ
て
（
三
八
頁
）

と
い
う
例
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
（
特
に
カ
マ
や
ム
キ
）
は
、
非
外
来
語
の
片
仮

名
表
記
の
一
）
4
（
類
と
し
て
現
在
で
も
書
か
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
六
つ
の
作
品
で
は
、
使
わ
れ
て
い
る
片
仮
名
は
、
江
戸
語
以
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降
の
、
多
く
の
人
が
読
む
文
章
に
用
い
ら
れ
る
片
仮
名
用
法
と
同
）
5
（
じ
で
あ
り
、

「
ま
ア
」
な
ど
語
の
一
部
の
み
を
片
仮
名
に
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
や
や
少
な

い
等
、
程
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
文
章
中
で
使
わ
れ
る
部
分
は
、
基
本
的

に
は
現
在
と
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
長
音
を
母
音
字
で

示
す
書
き
方
は
、
現
在
と
の
違
い
と
し
て
や
は
り
目
立
つ
表
記
で
あ
る
。
た
だ
、

右
に
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
音
符
号
が
使
わ
れ
て
い
る
小

説
は
少
な
く
な
い
。
全
て
の
長
音
を
「
ー
」
で
示
す
作
品
が
無
く
、
最
低
で
も

1
例
、
必
ず
母
音
字
を
用
い
た
例
が
見
ら
れ
る
点
は
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

右
に
見
た
六
作
品
で
は
、
う
ち
五
つ
の
作
品
に
長
音
符
号
が
見
ら
れ
、
母
音
字

の
み
の
作
品
は
『
雪
国
』
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
も
長
音
符
号
の

使
用
が
一
般
的
で
あ
り
、
母
音
字
の
使
用
も
必
ず
見
ら
れ
る
が
作
品
あ
る
い
は

作
家
に
よ
っ
て
そ
の
使
用
程
度
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
以
下
は
対
象
を
長
音
の
表
記
に
絞
り
、
も
う
少
し
調
査
す
る
作
品
を
増
や
し

て
、
当
時
の
実
態
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

三

　
『
雪
国
』
に
は
全
て
母
音
字
で
書
か
れ
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
が
見
ら
れ
た

の
で
、
川
端
康
成
の
他
の
作
品
も
少
し
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

昭
和
五
年
の
『
浅
草
紅
団
』
に
は
多
く
の
長
音
表
記
が
見
ら
れ
る
。
一
応
、

主
に
最
初
の
例
が
見
ら
れ
た
順
に
、
列
挙
し
て
お
く
（
用
例
数
は
、
別
表
記
が

有
る
場
合
は
1
例
で
も
示
し
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
複
数
の
と
き
の
み
示
す
。

ま
た
、「
ビ
ア
ホ
オ
ル
」「
ミ
ル
ク
・
ホ
オ
ル
」
は
「
ホ
オ
ル
」
に
、「
モ
ダ
ア

ン
」「
モ
ダ
ア
ン
・
ボ
オ
イ
」「
モ
ダ
ア
ン
・
ガ
ア
ル
」「
マ
ネ
キ
ン
・
ガ
ア
ル
」

「
イ
ツ
ト
・
ガ
ア
ル
」「
ス
テ
ツ
キ
・
ボ
オ
イ
」「
ホ
テ
ル
の
ボ
オ
イ
」
は
「
モ

ダ
ア
ン
」「
ガ
ア
ル
」「
ボ
オ
イ
」
に
ま
と
め
る
な
ど
、
実
際
の
用
例
と
や
や
異

な
る
示
し
方
を
す
る
場
合
も
あ
る
）。

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ア

チ
ヤ
ア
ル
ス
ト
ン
（
2
例
）（
チ
ヤ
ル
ス
ト
ン
も
2
例
）

カ
ジ
ノ
・
フ
オ
オ
リ
イ
（
1
例
）
カ
ジ
ノ
・
フ
オ
ウ
リ
イ
（
5
例
）

レ
ヴ
イ
ウ
（
17
例
）
レ
ヴ
ユ
ウ
（
1
例
）　　

ハ
ア
モ
ニ
カ
（
6
例
）

ス
カ
ア
ト
（
8
例
）　　

コ
オ
ル
テ
ン
（
3
例
）　　

ビ
イ
ル
（
3
例
）

ホ
オ
ル
（
2
例
）　　

ボ
オ
ト
（
6
例
）　　

コ
オ
ス　
　

オ
オ
ル

コ
ン
ク
リ
イ
ト
（
26
例
）　　

ゴ
ウ
カ
イ
ヤ
（
5
例
）　　

一
ダ
ア
ス

メ
リ
イ
・
ゴ
オ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
4
例
）　　

モ
ダ
ア
ン
（
4
例
）

マ
ア
チ　
　

ガ
ア
ル
（
5
例
）　　

ア
ル
コ
オ
ル　
　

シ
イ
・
ソ
ウ

パ
リ
イ　
　

ユ
ウ
モ
ア
（
2
例
）　　

ス
ピ
イ
ド　
　

オ
オ
ケ
ス
ト
ラ

ボ
オ
イ
（
3
例
）　　

プ
ラ
ツ
ト
・
フ
オ
ウ
ム

セ
エ
ラ
・
ズ
ボ
ン
（
1
例
）
セ
イ
ラ
服
（
1
例
）

イ
イ
ト
ン
・
ク
ロ
ツ
プ　
　

ビ
ロ
ウ
ド　
　

ス
ネ
エ
ク
・
ウ
ツ
ド

コ
オ
ト　
　

フ
イ
ナ
ア
レ

エ
レ
ヴ
エ
タ
）
6
（
ア
（
5
例
）
エ
レ
ベ
エ
タ
ア
（
1
例
）

メ
エ
ト
ル
（
3
例
）　　

ベ
ビ
イ　
　

ゴ
ウ
ゼ
エ　
　

一
ペ
エ
ジ

ヅ
ロ
オ
ス
（
3
例
）　　

フ
ル
ウ
ツ
ゼ
リ
イ　
　

チ
ウ
イ
ン
ガ
ム

チ
ヨ
コ
レ
イ
ト　
　

コ
オ
ヒ
（
5
例
）　　

ソ
オ
ダ
水

ア
イ
ス
ク
リ
イ
ム　
　

ケ
エ
キ　
　

ラ
イ
ス
カ
レ
エ

ロ
オ
ル
キ
ヤ
ベ
ツ　
　

ビ
イ
フ
シ
チ
ユ
ウ　
　

ト
オ
ス
ト
・
パ
ン
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ス
ワ
ロ
オ
・
ダ
イ
ブ　
　

ハ
ン
マ
ア　
　

ジ
ヤ
ン
・
コ
ク
ト
オ

ス
ト
オ
ヴ　
　

マ
ス
・
ゲ
エ
ム　
　

ワ
ア
リ
ヤ　
　

ミ
ラ
ア

ビ
イ
ド
ロ　
　

ダ
ニ
レ
フ
ス
キ
イ
（
4
例
）　　

ワ
ン
・
ピ
イ
ス

デ
パ
ア
ト　
　

チ
ヤ
ア
リ
イ

シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
エ　
　

ジ
プ
シ
イ
・
ダ
ン
ス　
　

ス
タ
ル
ス
キ
イ

ル
ボ
ウ
ス
キ
イ
（
6
例
）　　

タ
ア
マ
ラ
、
ミ
イ
ラ
、
ワ
ア
リ
ヤ

ロ
オ
ラ
ス
ケ
エ
ト　
　

ウ
オ
タ
ア
・
サ
ア
カ
ス

シ
ヨ
ウ　
　

ボ
オ
ド
ビ
ル　
　

ヨ
ウ
ラ
ン

オ
オ
シ
ヤ
ン
・
ダ
ン
ス　
　

カ
ア
ボ
オ
イ
・
ダ
ン
ス

ピ
イ
ス　
　

カ
ア
ド　
　

松
岡
ヘ
ン
リ
イ
（
2
例
）

ニ
ユ
ウ
ス
（
2
例
）　　

レ
デ
イ
・
バ
ア
ド

セ
エ
ヌ
河　
　

テ
エ
ム
ス
河　
　

ダ
ニ
ユ
ウ
ブ
河　
　

イ
ザ
ア
河

ユ
ニ
フ
オ
ウ
ム　
　

ス
ポ
オ
ツ
・
シ
ヤ
ツ

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
で
も
全
て
母
音
字
で
長
音
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
娼
婦
を
い
う
ゴ
ウ
カ
イ
ヤ
と
洋
服
の
意
の
ヨ
ウ
ラ
ン
以
外
は
、
現
在
で

あ
れ
ば
長
音
符
号
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
ほ
か
に
、
感

動
詞
「
ち
ぇ
え
」
の
片
仮
名
表
記
が
1
例
あ
っ
た
。

チ
エ
エ
残
念
な
（
１
２
７
頁
）

　

こ
れ
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
は
、「
白
い
満
月
」「
驢
馬

に
乗
る
妻
」「
十
六
歳
の
日
記
」「
五
月
の
幻
」「
伊
豆
の
踊
子
」
に
例
が
あ
る

が
、
作
品
を
分
け
ず
に
ま
と
め
て
示
し
て
お
く
。

テ
エ
ブ
ル
（
6
例
）　　

リ
ユ
シ
イ
（
2
例
）　　

リ
ユ
シ
イ
・
ボ
ヴ
レ
エ

コ
ウ
カ
サ
ス　
　

ア
ル
コ
オ
ル　
　

ス
ヱ
エ
デ
ン　
　

カ
ラ
ア

コ
オ
ト　
　

エ
レ
ヴ
エ
タ
ア
（
3
例
）　　

ス
テ
イ
シ
ヨ
ン

タ
ク
シ
イ　
　

カ
ア
テ
ン

こ
れ
以
外
に
、「
驢
馬
に
乗
る
妻
」
に
は

レ
ー
ル
（
2
例
）

が
、
ま
た
「
伊
豆
の
踊
子
」
に
は
、

カ
オ
ー
ル
（
と
云
ふ
口
中
清
涼
剤
）

が
あ
り
、
長
音
符
号
表
記
も
少
し
見
ら
れ
る
。

　

更
に
前
の
『
感
情
装
飾
』（
こ
れ
も
個
々
の
掌
編
を
分
け
ず
に
ま
と
め
て
示

す
）
で
は
、

ボ
オ
イ　
　

テ
エ
ブ
ル　
　

イ
タ
リ
イ
（
2
例
）　　

ボ
オ
ル
紙

ス
ク
リ
イ
ン　
　

シ
イ
ン　
　

キ
ユ
ウ
﹇
玉
突
き
の
﹈（
2
例
）

ゲ
エ
ム
（
3
例
）　　

ア
ヴ
ア
レ
イ
ジ
（
2
例
）　　

ヨ
ウ
ロ
ツ
パ

ジ
プ
シ
イ

の
よ
う
に
や
は
り
母
音
字
表
記
の
方
が
多
い
が
、

ア
ル
コ
ー
ル　
　

タ
ク
シ
ー
（
2
例
）　　

ロ
ー
マ

珈コ
ー
ヒ
ー琲
店

と
、
少
な
い
も
の
の
長
音
符
号
表
記
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
川
端
康
成
の
小
説
で
は
、
長
音
は
母
音
字
で
示
さ
れ
る
が
、

初
め
は
少
し
例
外
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
に
な
っ
て
母
音
字
表
記
専
用

と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

前
節
で
見
た
作
品
の
中
で
は
、
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
も
、
長
音
符
号
よ
り

も
母
音
字
の
方
が
多
か
っ
た
（
た
だ
し
長
音
の
あ
る
片
仮
名
表
記
語
が
少
な
く
、

「
イ
デ
エ
」「
ノ
オ
ト
」「
ヒ
イ
タ
ア
」「
父ワ
ア
タ
ア親
」
に
対
し
て
「
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
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ム
」
1
語
と
い
う
差
に
過
ぎ
な
い
が
）。
こ
の
堀
辰
雄
も
、
も
う
一
冊
、『
菜
穂

子
』
を
見
て
お
く
。「
菜
穂
子
」（
こ
ち
ら
に
は
、「
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
一
一

頁
）、「
ス
ウ
ェ
タ
ア
」（
四
四
・
四
五
・
四
六
頁
）、「
ラ
ッ
セ
ル
」（
五
六
頁
）、

「
ベ
ッ
ド
」（
六
九
・
七
〇
頁
）、「
ズ
ッ
ク
」（
七
〇
頁
）、「
シ
ュ
ウ
ズ
」（
一
三

八
頁
）
の
よ
う
に
小
書
き
の
「
イ
・
ウ
・
エ
・
ツ
」
が
見
ら
れ
る
の
で
、
字
の

大
小
も
そ
の
ま
ま
示
す
）
に
は
、

ス
ウ
ェ
タ
ア
（
4
例
）　　

ク
レ
ゾ
オ
ル
（
2
例
）　　

ス
リ
ッ
パ
ア

オ
ウ
ヴ
ア
・
シ
ュ
ウ
ズ　
　

ジ
ヤ
ア
マ
ン
・
ベ
エ
カ
リ　
　

タ
ク
シ
イ

が
母
音
字
表
記
で
、『
風
立
ち
ぬ
』
と
同
じ
く
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
9
例
）

と
、

ス
ト
ー
ヴ
（
4
例
）

の
2
語
が
長
音
符
号
表
記
で
あ
る
。「
楡
の
家
」（
こ
ち
ら
は
、「
ヴ
エ
ラ
ン
ダ
」

（
一
八
〇
頁
）、「
ス
テ
ツ
キ
」（
一
八
七
頁
）、「
ベ
ツ
ド
」（
一
八
九
・
一
九
〇

頁
）
の
よ
う
に
、
小
書
き
さ
れ
て
い
な
い
）
で
は
、

テ
イ
・
パ
ア
テ
イ　
　

テ
エ
ブ
ル　
　

ボ
オ
イ
（
2
例
）

ス
ウ
プ
（
2
例
）　　

レ
エ
ン
コ
オ
オ
ト　
　

マ
ン
ト
ル
・
ピ
イ
ス

に
対
し
て
、

ミ
ツ
シ
ヨ
ン
・
ス
ク
ー
ル
（
3
例
）

1
語
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
辰
雄
も
母
音
字
表
記
が
基
本
と
言
え
そ
う
で

あ
る
が
、
長
音
表
記
が
少
な
い
割
に
は
長
音
符
号
表
記
が
必
ず
少
し
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

　

前
節
で
は
挙
げ
な
か
っ
た
作
家
で
は
、
伊
藤
整
も
母
音
字
表
記
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
の
『
街
と
村
』（
こ
の
作
品
も
小
書
き
が
見
ら
れ
る
の

で
区
別
し
て
示
す
）
を
見
る
と
、

ボ
オ
イ
（
2
例
）　　

ロ
オ
プ
（
2
例
）　　

レ
エ
ス　
　

カ
ア
テ
ン

ク
ウ
プ
リ
ン　
　

リ
イ
ザ
（
用
例
多
数
。
人
名
）　　

コ
ン
ク
リ
イ
ト

ノ
オ
ト　
　

ポ
マ
ア
ド　
　

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ウ
ソ
ウ

レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ウ
ム　
　

ビ
ヤ
ホ
オ
ル　
　

ズ
ロ
オ
ス
（
2
例
）

パ
ア
ル
・
ホ
ワ
イ
ト　
　

パ
ア
マ
ネ
ン
ト　
　

ド
ウ
ズ
氏

テ
エ
ブ
ル
（
4
例
）　　

ポ
ス
タ
ア　
　

カ
ン
ヂ
ン
ス
キ
イ

ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ　
　

ベ
ー
ト
オ
ヴ
ェ
ン　
　

ス
ク
リ
イ
ン
（
4
例
）

モ
オ
ニ
ン
グ　
　

ビ
イ
ル　
　

ス
ヰ
ト
ピ
イ

レ
コ
オ
ド　
　

ベ
ア
ト
リ
イ
チ
エ

の
よ
う
に
母
音
字
表
記
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
コ
ン
ク
リ
イ
ト
」（
二

五
・
四
六
頁
）
に
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」（
五
六
頁
）
が
、「
ビ
ヤ
ホ
オ
ル
」

（
九
四
頁
）
に
は
「
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」（
四
九
頁
）
が
、「
テ
エ
ブ
ル
」（
六
八
・
一

〇
三
・
一
〇
五
・
一
〇
六
頁
）
に
は
「
テ
ー
ブ
ル
」（
九
七
・
九
八
頁
）
が
併

存
し
て
い
る
。
ま
た
「
ベ
ー
ト
オ
ヴ
ェ
ン
」
に
は
も
ち
ろ
ん
長
音
符
号
表
記
も

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ベ
ー
ト
オ
ヴ
ェ
ン
」
と
、
右
の
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト　
　

ビ
ヤ
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
ブ
ル
（
3
例
）

以
外
の
長
音
符
号
表
記
は
、

フ
オ
ー
ク　
　

チ
ェ
ー
ホ
フ　
　

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ　
　

リ
ッ
フ
ィ
ー
河
畔

ウ
ェ
ー
ヴ

で
あ
る
。
も
う
一
冊
、
昭
和
十
五
年
の
『
霧
氷
』（
こ
れ
も
小
書
き
が
あ
る
）

で
は
、
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ス
キ
イ
（
百
例
以
上
）　　

レ
ヴ
ュ
ウ
・
ガ
ア
ル　
　

コ
オ
ス
（
6
例
）

ソ
オ
セ
ー
ジ　
　

ポ
ス
タ
ア　
　

ヨ
オ
ロ
ッ
パ
（
3
例
）

ス
チ
イ
ム　
　

ス
ロ
オ
プ　
　

バ
ン
ガ
ロ
オ　
　

シ
ュ
プ
ウ
ル

ル
ウ
ト　
　

ス
タ
ア
ト　
　

ボ
イ
ラ
ア　
　

コ
ン
ク
リ
イ
ト

シ
イ
ズ
ン　
　

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ア　
　

シ
イ
ル
（
3
例
）　　

ブ
レ
イ
キ

リ
イ
ダ
ア　
　

ド
オ
ナ
ツ
（
2
例
）　　

ス
エ
タ
ア
（
3
例
）

コ
オ
チ　
　

ゴ
オ
ガ
ン　
　

テ
エ
ブ
ル　
　

プ
レ
ー
ボ
オ
ル

カ
ア
テ
ン　
　

ウ
ィ
ス
キ
イ　
　

ポ
オ
カ
ア　
　

メ
ン
バ
ア

エ
キ
ス
パ
ア
ト　
　

コ
オ
ト　
　

ス
ウ
ツ

エ
ネ
ル
ギ
イ　
　

ボ
イ
ラ
ア

な
ど
の
母
音
字
表
記
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
例
の
非
常
に
多
い
「
ス
キ
イ
」

に
も
1
例
だ
け
「
ス
キ
ー
」（
八
〇
頁
）
が
あ
り
、「
ド
オ
ナ
ツ
」（
九
二
頁
）

に
も
「
ド
ー
ナ
ツ
」（
九
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
思
ひ
思
ひ
に
座
を
占
め
る
と
、
の
り
子
は
テ
エ
ブ
ル

掛
け
に
（
一
一
七
頁
）

の
よ
う
に
、
近
接
し
て
両
表
記
が
存
在
す
る
箇
所
も
あ
る
。
長
音
符
号
表
記
も

あ
る
「
ソ
オ
セ
ー
ジ
」「
プ
レ
ー
ボ
ウ
ル
」
と
、
こ
の
「
ス
キ
ー
」「
ド
ー
ナ

ツ
」
以
外
（「
テ
ー
ブ
ル
」
は
数
が
多
い
の
で
左
に
加
え
る
）
に
も
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
9
例
）　　

ス
ポ
ー
ツ
（
5
例
）

ホ
ー
ム
ス
パ
ン　
　

ツ
ー
ア
（
2
例
）

ス
ト
ー
ヴ
（
30
例
）　　

ラ
イ
ス
カ
レ
ー　
　

テ
ー
ブ
ル
（
8
例
）

シ
ュ
プ
ー
ル
（
2
例
）　　

レ
コ
ー
ド
（
6
例
）

シ
ュ
テ
ム
ボ
ー
ゲ
ン
（
2
例
）　　

レ
ー
ス

リ
レ
ー　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム　
　

オ
ー
ヴ
ァ　

オ
ー
ヴ
ァ
ー

グ
ル
ー
プ　
　
（
美
し
い
）
フ
ォ
ー
ム

が
あ
り
、
母
音
字
表
記
の
方
が
多
い
も
の
の
、
こ
の
『
霧
氷
』
で
は
長
音
符
号

表
記
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　

以
上
は
、
作
家
に
よ
っ
て
長
音
符
号
表
記
の
混
じ
る
割
合
が
か
な
り
異
な
る

も
の
の
、
母
音
字
表
記
の
多
い
小
説
で
あ
る
。
な
お
、
堀
辰
雄
の
作
品
に
お
け

る
、
例
外
の
長
音
符
号
表
記
と
し
て
、「
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
（
フ
ォ
）
ー
ム
」
が

目
立
つ
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
、
伊
藤
整
『
街
と
村
』
の
例
外
の
、

「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
」
以
外
の
語
、「
フ
オ
ー
ク
」「
チ
ェ
ー
ホ
フ
」「
リ
ッ
フ
ィ
ー
」

「
ウ
ェ
ー
ヴ
」
を
合
わ
せ
る
と
、
全
て
母
音
字
表
記
し
た
場
合
に
同
じ
仮
名
が

続
く
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
フ
オ
オ
ム
」「
フ
オ
オ
ク
」、

ま
た
小
書
き
と
大
書
き
の
違
い
は
あ
る
が
「
フ
ォ
オ
ム
」「
チ
ェ
エ
ホ
フ
」

「
リ
ッ
フ
ィ
イ
」「
ウ
ェ
エ
ヴ
」
と
、
同
じ
仮
名
が
連
続
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
、
例
外
の
長
音
符
号
表
記
が
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
母
音
字
表
記
専
用
の
川
端
康
成
に
は
、「
フ
オ
オ
リ
イ
」「
オ
オ
ル
」「
オ

オ
ケ
ス
ト
ラ
」「
ヴ
エ
エ
ル
」「
オ
オ
シ
ヤ
ン
」
な
ど
の
同
字
連
続
が
見
ら
れ
る

が
、
複
数
の
用
例
の
見
ら
れ
る
語
の
場
合
は
、「
フ
オ
ウ
リ
イ
」
の
方
が
数
が

多
か
っ
た
り
、「
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ウ
ム
」
で
あ
っ
た
り
す
る
の
よ
う
に
、「
オ
」

で
は
な
く
「
ウ
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
字
連
続
を
避
け
る
意
識
が

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

四

　

前
節
で
は
、
母
音
字
表
記
の
多
い
作
家
を
見
た
が
、
次
に
、
長
音
符
号
表
記
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の
多
い
作
家
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
丹
羽
文
雄
の
『
こ
の
絆
』
の
表
題
作

以
外
の
作
品
の
例
を
、
作
品
別
に
せ
ず
に
合
わ
せ
て
示
し
て
お
く
。
基
本
で
あ

る
長
音
符
号
表
記
は
、

ア
パ
ー
ト
（
30
例
）　　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー　
　

カ
ー
テ
ン
（
7
例
）

テ
ー
ブ
ル　
　

レ
ヂ
ス
タ
ー
（
2
例
）　　

オ
ー
バ
ー
（
3
例
）

カ
ー
ブ　
　

マ
ス
タ
ー
（
2
例
）　　

ク
リ
ー
ム
（
2
例
）

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン　
　

ア
ズ
レ
ア
ー
洋
装
店　
　

ソ
ー
セ
ー
ヂ

ビ
ー
ル　
　

カ
バ
ー　
　

バ
タ
ー
（
3
例
）　　

カ
ウ
ン
タ
ー

ボ
ー
イ
（
2
例
）　　

ア
ブ
ノ
ー
マ
ル　
　

シ
ミ
ー
ズ

ホ
ー
ル
（
2
例
）　　

コ
ー
ル
ド
（
ク
リ
ー
ム
）　　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

チ
ー
ズ　
　

ガ
ー
ド
（
3
例
）　　

ポ
ー
ズ　
　

リ
バ
ー
ソ
セ
ー
ジ

オ
ー
ガ
ン
ジ
イ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
母
音
字
表
記
は
、
右
の
よ
う
に
長
音
符
号
表
記
も
あ

る
「
オ
ー
ガ
ン
ジ
イ
」
と
、
現
在
で
も
母
音
字
表
記
さ
れ
る
数
少
な
い
語
で
あ

る
、

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
つ
た
（
二
五
七
頁
）

の
「
ミ
イ
ラ
」
と
、

パ
ア
テ
イ
（
3
例
）　　

バ
ア
テ
ン
（
7
例
）

の
4
語
の
み
で
あ
る
。
同
じ
丹
羽
文
雄
の
昭
和
十
六
年
『
中
年
』
も
見
る
と
、

イ
ミ
テ
ー
シ
ヨ
ン
（
2
例
）　　

ア
パ
ー
ト
（
10
例
）

ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
（
2
例
）　　

マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス　
　

サ
ー
ビ
ス
（
6
例
）

ハ
イ
ヤ
ー　
　

コ
ー
ト　
　

ス
ポ
ー
ツ　
　

デ
パ
ー
ト

カ
フ
エ
ー　
　

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス　
　

ホ
ー
レ
ン
（
さ
ん
）

バ
ア
テ
ン
ダ
ー　
　

イ
ー
ヴ
ニ
ン
グ　
　

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

ア
ル
コ
ー
ル
（
2
例
）　　

モ
ー
ド　
　

ブ
ラ
ン
デ
ー

レ
コ
ー
ド
（
2
例
）　　

ビ
ー
ル　
　

カ
ウ
ン
タ
ー

シ
モ
ン
ク
リ
ー
ム　
　

ガ
ー
ゼ　
　

コ
キ
ユ
ー　
　

ス
ウ
エ
タ
ー

シ
ミ
ー
ズ　
　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー　
　

ジ
ヨ
ー
ゼ
ツ
ト

マ
ス
タ
ー
（
6
例
）　　

ガ
ー
ド　
　

モ
ツ
ト
ー　
　

チ
ヤ
ー
公

デ
パ
ー
ト
（
2
例
）

が
長
音
符
号
表
記
で
あ
る
。
右
に
見
る
と
お
り
母
音
字
表
記
も
あ
る
「
バ
ア
テ

ン
ダ
ー
」
と
、

バ
ア
テ
ン
（
3
例
）　　

ア
イ
シ
ヤ
ド
ウ

の
み
が
例
外
の
母
音
字
表
記
で
あ
る
。
丹
羽
文
雄
は
特
定
の
語
だ
け
母
音
字
表

記
を
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
そ
の
語
は
現
在
よ
り
少
し
多
い
も
の
の
、
比
較
的

今
と
近
い
表
記
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

中
山
義
秀
『
厚
物
咲
』
の
表
題
作
以
外
の
作
品
で
は
、

ホ
ー
ム
（
3
例
）　　

グ
ル
ー
プ
（
3
例
）　　

サ
ラ
リ
ー
（
3
例
）

コ
ー
ス　
　

チ
ョ
ー
ク　
　

ヒ
ー
タ
ア

が
長
音
符
号
表
記
で
、
右
の
最
後
の
「
ヒ
ー
タ
ア
」
と
、

ヒ
ス
テ
リ
イ　
　

カ
ラ
ア

に
母
音
字
表
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
集
で
は
、
語
の
一
部
の
音
の
、
ま
た

は
語
が
融
合
し
た
場
合
の
一
部
の
音
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
片
仮
名
が
、
第
二

節
に
も
示
し
た
よ
う
に
多
く
、
そ
の
う
ち
長
音
表
記
は
表
題
作
以
外
で
も
、

さ
ア
（
一
〇
二
・
二
〇
七
・
二
二
三
頁
）

ま
ア
（
一
一
六
・
一
八
〇
・
二
二
四
頁
）
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人
殺
し
イ
（
一
三
五
頁
）

お
母
ア
さ
ん
（
一
三
五
・
一
三
九
・
二
二
三
・
二
二
四
頁
）

（
助
け
て
イ
（
一
三
五
頁
））

は
ア
（
一
七
九
・
二
四
三
・
二
五
九
頁
）

な
ア
に
（
一
九
三
頁
）

ぢ
や
ア
（
二
〇
六
・
三
三
六
頁
）

ば
た
ア
ん
と
（
三
一
八
頁
）

び
つ
く
り
す
ら
ア
（
三
三
三
頁
）

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
お
母
ア
さ
ん
」
に
対
し
て
、「
お
父
う
さ
ん
」

（
二
二
四
頁
に
3
例
）
は
こ
の
よ
う
に
平
仮
名
で
長
音
を
示
し
て
い
る
。
同
じ

中
山
義
秀
の
昭
和
十
四
年
『
小
説
集
「
い
し
ぶ
み
」』
も
、「
碑
」
と
そ
の
ほ
か

の
作
品
も
合
わ
せ
て
片
仮
名
の
長
音
表
記
を
示
す
と
、

コ
ー
ス
（
2
例
）　　
「
ウ
オ
ー
」（
と
獣
の
唸
る
や
う
な
声
）

チ
ャ
ー
ン
と
し
た　
　

ア
ル
コ
ー
ル
（
2
例
）　　

テ
ー
ブ
ル
（
4
例
）

ス
ト
ー
ヴ（
2
例
）　　

パ
ー
セ
ン
ト（
2
例
）　　

ラ
イ
ス
カ
レ
ー（
2
例
）

コ
ー
ト　
　

ル
ビ
ー　
　

ホ
ー
ル　
　

ボ
ー
イ
（
4
例
）

カ
ツ
フ
エ
ー
（
3
例
）　　

ル
ー
ズ　
　

テ
ー
マ　
　

コ
ー
ヒ
ー

で
あ
り
、
全
て
長
音
符
号
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
七
年
の
横
光
利
一
『
寝
園
』
で
は
（
フ
ラ
ン
ス
語
を
写
し
て
い
る
部
分

は
除
く
）、

コ
テ
ー
ヂ　
　

ロ
ビ
ー
（
5
例
）　　

ケ
ー
ス
メ
ン
ト
（
2
例
）

バ
ー
ト
レ
ツ
ト　
　

テ
ー
ブ
ル
（
3
例
）　　

ブ
ル
イ
ヤ
ー
ル

ス
リ
ー
キ
ヤ
ス
ル
（
2
例
）　　

ボ
ー
イ　
　

ウ
イ
ロ
ー
カ
ー
フ
（
の
靴
）

バ
ー
デ
ー
（
7
例
）　　

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
（
6
例
）

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
（
2
例
）　　

サ
ツ
ク
コ
ー
ト
（
2
例
）

ク
レ
ー
（
9
例
）　　

ピ
ー
ク
ト
・
ラ
ベ
ル

ハ
ー
リ
ン
ト
ン　
　

ポ
ー
レ
（
4
例
）　　

オ
ー
ク
ル
ジ
ヨ
ン

グ
ル
ー
プ　
　

ブ
ル
オ
ー
バ
ー　
　

リ
ー
グ
ル

ド
ー
シ
ア
ボ
ン
ト
ー
ン　
　

ケ
ー
ス
（
5
例
）　　

グ
リ
ー
ン
（
4
例
）

オ
ー
ル　
　

ア
ム
ー
ル　
　

ソ
フ
ア
ー　
　

ホ
ー
ル
（
2
例
）

メ
ン
バ
ー（
5
例
）　　

ウ
イ
ン
チ
エ
ス
タ
ー（
2
例
）　　

タ
ー
ン（
4
例
）

レ
ー
ル　
　

ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
（
10
例
）　　

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル

に
長
音
符
号
表
記
が
見
ら
れ
、

サ
ン
マ
ア
ハ
ウ
ス　
　

パ
ン
ト
リ
イ　
　

コ
ク
ト
オ
（
2
例
）

が
母
音
字
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
、
両
表
記
の
見
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
紙
の
「
ペ
イ
パ
」（
七
頁
）「
ペ
ー
パ
」（
二
四
五
頁
）
と
、
犬
の

名
「
リ
ユ
ウ
」（
六
四
・
三
〇
八
頁
）「
リ
ユ
ー
」（
三
一
一
・
三
一
二
頁
）
が

あ
る
。
こ
の
作
品
に
も
、『
厚
物
咲
』
と
同
様
に
「
ま
ア
」「
さ
ア
」「
や
ア
」

「
い
や
ア
」「
は
ア
」「
あ
ら
ア
」「
ま
ア
ま
ア
」「
か
ま
ア
な
い
」
な
ど
が
多
く

見
ら
れ
、
漢
字
の
下
に
片
仮
名
を
添
え
る
、

何
ア
に
（
一
一
九
・
一
七
三
頁
）

も
見
ら
れ
る
。

　

志
賀
直
哉
『
万
暦
赤
絵
』
の
表
題
作
以
外
の
小
説
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
示

す
と
、ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム　
　

カ
フ
ヱ
ー　

カ
ツ
フ
エ
ー

モ
ル
ナ
ー
ル　
　

ヨ
ー
ラ
ン　
　

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル　
　

グ
ラ
ー
ブ
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ド
ー
ム　
　

ア
ー
ク
燈　
　

ハ
ン
マ
ー　
　

コ
ー
ヒ
ー
（
3
例
）

ボ
ー
イ　
　

セ
ツ
タ
ー　
　

プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ー
ム

な
ど
の
長
音
符
号
表
記
が
見
ら
れ
、

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド

が
例
外
と
な
る
。

　

第
二
節
に
挙
げ
な
か
っ
た
作
家
の
作
品
と
し
て
は
、
昭
和
十
四
年
の
芹
沢
光

治
良
『
愛
と
死
の
書
』
も
基
本
的
に
長
音
符
号
表
記
で
あ
る
（
こ
の
作
品
も
片

仮
名
の
小
書
き
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
示
す
）。

テ
ー
ブ
ル　
　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
（
6
例
）　　

グ
ル
ー
プ

サ
ナ
ト
リ
ー
ム　
　

ニ
ュ
ー
ス　
　
（
ス
ヰ
ス
の
）
レ
ー
ザ
ン
（
4
例
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
4
例
）　　

セ
ー
タ
ー
（
2
例
）

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

ス
ト
ー
ブ
（
10
例
）　　

ア
パ
ー
ト　
　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
5
例
）　

ホ
ー
ム
（
2
例
）

オ
ー
ト
ビ
ル　
　

タ
ク
シ
ー　
　

ベ
ー
ル　
　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

カ
ー
キ
色
（
2
例
）　　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
　

カ
ラ
ー　
　

ガ
ー
ド

サ
イ
ダ
ー（
3
例
）　　

ビ
ー
ル（
2
例
）　　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト　
　

ロ
ビ
ー

ニ
ッ
カ
ー　
　

ロ
ー
マ

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
母
音
字
表
記
は
、
現
在
で
も
母
音
字
で
書
く
「
シ
ュ
ウ
マ

イ
」
と
お
経
の
「
ナ
ム
ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
キ
ヨ
ウ
、
キ
モ
ン
イ
ン
ホ
ツ
シ
ン

ジ
ヨ
ウ
ブ
ツ
」、
固
有
名
詞
の
「
ア
ス
タ
ア
ハ
ウ
ス
」（
2
例
）「
ア
ス
タ
ア
」

（
3
例
）
の
み
で
あ
る
。
同
じ
く
長
音
符
号
表
記
が
基
本
の
『
寝
園
』
で
は
、

「
さ
ア
」「
ま
ア
」
等
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
終
助
詞
「
な
ア
」
が

3
例
（
一
五
・
一
九
・
一
二
三
頁
）
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
地
名
の
「
ス
ヰ

ス
」
や
「
サ
ナ
ト
リ
ー
ム
」
と
い
う
の
除
け
ば
、
他
の
作
品
で
「
ス
エ
タ
ア
」

「
ス
ト
ウ
ヴ
、
ス
ト
ー
ヴ
」「
プ
ラ
ツ
ト
フ
オ
ウ
ム
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
フ

オ
ウ
ム
」
等
が
多
か
っ
た
「
セ
ー
タ
ー
」「
ス
ト
ー
ブ
」「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、

ホ
ー
ム
」
を
見
て
も
、
ま
た
拗
音
・
促
音
の
場
合
の
小
書
き
が
行
わ
れ
て
い
る

点
か
ら
も
、『
愛
と
死
の
書
』
は
、
片
仮
名
表
記
と
い
う
面
で
は
、
当
時
と
し

て
は
現
在
の
書
き
方
に
近
い
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
小
説
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
も
う
全
て
の
語
を
挙
げ
る
こ
と
を
省
く
が
、
高
見
順
『
如

何
な
る
星
の
下
に
』
で
も
圧
倒
的
に
長
音
符
号
表
記
が
多
く
（
異
な
り
語
六
〇

語
以
上
）、
例
外
は
、
用
例
数
の
多
い
語
と
し
て
「
レ
ヴ
イ
）
7
（
ウ
」
と
「
シ
ョ
ウ
」、

そ
の
他
「
シ
ュ
ウ
マ
イ
」
と
人
名
の
「
マ
ル
ロ
オ
」「
エ
ド
ガ
ー
・
ポ
オ
」「
ス

タ
ン
ダ
ア
ル
」「
ジ
ヤ
ン
。
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ル
ウ
ソ
オ
」
く
ら
い
で
あ
る
。

五

　

長
音
符
号
表
記
が
多
い
が
、
母
音
字
表
記
も
、
前
節
の
作
品
の
よ
う
に
例
外

的
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
阿
部
知
二
の
作
品
の
例
を

示
し
て
お
く
。
昭
和
十
四
年
の
『
街
』（
小
書
き
と
大
書
き
が
混
在
し
て
い
る

の
で
区
別
し
て
示
す
）
で
は
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
（
5
例
）　　

ク
リ
ー
ム
（
2
例
）　　

サ
ー
ビ
ス

ス
キ
ー　
　

ス
ー
ツ
（
2
例
）　　

ラ
ク
ト
ー
ゲ
ン

ス
カ
ー
ト　
　

ガ
ー
ゼ
（
2
例
）　　

ボ
ー
イ
（
4
例
）

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
7
例
）　

ア
パ
ー
ト
（
6
例
）

ス
ケ
ー
ト
（
41
例
）　　

ス
ピ
ー
ド　
　

コ
ー
チ
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ル
ー
マ
ニ
ア　
　

レ
コ
ー
ド
（
8
例
）　　

ス
マ
ー
ト
（
3
例
）

ス
カ
ー
ト
（
2
例
）　　

マ
ー
ク
（
2
例
）　　

ビ
ー
ル
（
9
例
）

何
ダ
ー
ス　
　

マ
ー
キ
ユ
ロ　
　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
（
2
例
）

チ
ュ
ー
ブ　
　

モ
ッ
ト
ー　
　

ヘ
ー
ゲ
ル

カ
ー
キ
色　
　

サ
ー
ヴ
ィ
ス　
　

ア
ル
コ
ー
ル　
　

ワ
ン
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
（
5
例
）　　

ス
ポ
ー
ツ　
　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ポ
マ
ー
ド
（
3
例
）　　

グ
ル
ー
プ
（
2
例
）　　

イ
デ
オ
ロ
ー
グ

モ
ダ
ン
ガ
ー
ル　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト　
　

ド
ー
ナ
ツ

ヒ
ス
テ
リ
ー　
　

エ
テ
ュ
ー
ド　
　

キ
ユ
ー
ピ
ッ
ド　
　

ノ
ー
ト

テ
ー
ブ
ル
（
2
例
）

ピ
ユ
ー
ピ
ユ
ー
と
吹
く

の
よ
う
に
長
音
符
号
表
記
が
多
い
が
、

ウ
ェ
イ
ヴ　
　

ス
タ
ア
（
2
例
）　　

ポ
ス
タ
ア
（
2
例
）　　

レ
エ
ス

シ
ヨ
オ
ル　
　

ホ
ッ
ケ
イ　
　

ブ
ロ
ウ
チ　
　

モ
オ
タ
・
ボ
ー
ト
（
4
例
）

セ
イ
ル
ス
マ
ン　
　

デ
モ
ク
ラ
シ
イ　
　

デ
リ
ケ
イ
ト　
　

ト
オ
ス
ト

ラ
ン
デ
ヴ
ウ　
　

ポ
オ
チ
（
3
例
）　　

レ
ウ
マ
チ

の
よ
う
に
母
音
字
表
記
も
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
に

は
「
ウ
ィ
ス
キ
イ
」（
1
例
）
も
、「
ポ
ス
タ
ア
」
に
は
「
ポ
ス
タ
ー
」（
1

例
）
も
、「
ポ
マ
ー
ド
」
に
は
「
ポ
マ
ア
ド
」（
1
例
）
も
あ
っ
た
。
同
じ
く
阿

部
知
二
の
や
は
り
昭
和
十
四
年
の
『
風
雪
』
に
お
い
て
も
、

ボ
ー
イ
（
4
例
）　　

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
（
10
例
）　　

デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ス

フ
ォ
ー
ク　
　

ス
ポ
ー
ツ
（
8
例
）　　

レ
ー
ニ
ン　
　

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル

ボ
オ
ド
レ
ー
ル　
　

ハ
ー
デ
ン
グ　
　

シ
ー
メ
ン
ス
事
件

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト　

シ
ア
ー
ナ
リ
ス
ト　
　

ロ
ー
マ　
　

パ
ツ
タ
ー

カ
ー
ン
と　
　

テ
ー
プ　
　

ス
ケ
ー
ト
（
2
例
）

ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ　
　

コ
ー
ト　
　

ノ
ー
ト
（
2
例
）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
2
例
）　　

ス
ー
プ　
　

パ
ー
セ
ン
ト
（
2
例
）

ジ
ァ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
4
例
）　　

ス
ー
ツ　
　

ス
カ
ー
フ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム　
　

ウ
ィ
ー
ン
（
2
例
）　　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

な
ど
の
長
音
符
号
表
記
が
あ
る
一
方
で
、
右
の
「
ボ
オ
ド
レ
ー
ル
」
の
ほ
か
に
、

レ
ウ
マ
チ
ス　

レ
ウ
マ
チ　
　

カ
イ
ザ
ア　
　

ス
ロ
オ
ガ
ン

イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
（
5
例
）　　

ロ
オ
マ　
　
（
イ
エ
ス
か
）
ノ
ウ
（
4
例
）

デ
モ
ク
ラ
シ
イ
（
8
例
）　　

セ
イ
ク
ス
ピ
ア　
　

シ
イ
ザ
ア

エ
ド
ガ
・
ポ
ウ　
　

オ
オ
ト
バ
イ　
　

ボ
オ
イ
（
2
例
）

エ
ネ
ル
ギ
イ　
　

ク
ウ
・
デ
タ　
　

ス
ト
ウ
ヴ　
　

ス
タ
ア　
　

プ
レ
イ

カ
ア
ネ
シ
ヨ
ン　
　

モ
オ
ニ
ン
グ　
　

ト
オ
ス
ト　
　

カ
ア
キ
服

な
ど
が
母
音
字
表
記
さ
れ
て
い
る
（
両
表
記
あ
る
も
の
も
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
に
示
し
た
）。
こ
の
よ
う
に
、
母
音
字
表
記
の
方
が
少
な
め
で
は
あ

る
が
、
両
方
の
表
記
を
併
用
す
る
作
家
も
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
語
に
よ
っ
て

ど
ち
ら
で
書
く
か
大
体
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
同
じ
語
が
「
ウ
ィ

ス
キ
イ
」「
ウ
ィ
ス
キ
ー
」（
更
に
長
音
の
な
い
「
ウ
ィ
ス
キ
」
も
2
例
あ
り
）、

「
ポ
ス
タ
ア
」「
ポ
ス
タ
ー
」、「
ポ
マ
ア
ド
」「
ポ
マ
ー
ド
」、「
ボ
ー
イ
」「
ボ
オ

イ
」、「
シ
ー
ザ
」「
シ
イ
ザ
ア
」、
ま
た
両
表
記
の
差
で
は
な
い
が
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
」（
3
例
）
と
「
サ
ラ
リ
マ
ン
」（
2
例
）
な
ど
も
あ
り
、
一
語
に
複
数
の

表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
散
見
す
る
。
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ま
た
、
昭
和
三
年
の
作
品
で
あ
る
が
宮
本
百
合
子
『
伸
子
』
も
同
様
で
、
や

は
り
も
う
全
て
の
語
を
挙
げ
る
こ
と
は
省
く
が
、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」「
ウ
ヰ

ス
キ
ー
」「
シ
ー
ツ
」「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」「
タ
ク
シ
ー
」
な
ど
長
音
符
号
表
記

が
六
〇
語
以
上
と
多
い
一
方
、「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ア
」「
カ
ラ
ア
」「
カ
ア
キ
色
」

「
ス
ト
ウ
ブ
」「
ア
パ
ア
ト
メ
ン
ト
」「
ゴ
ウ
ル
」
な
ど
母
音
字
表
記
も
三
〇
語

以
上
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
ノ
ー
ト
」「
ノ
オ
ト
」「
ノ
ウ
ト
」、「
レ
ー
ス
」「
レ

イ
ス
」
の
よ
う
な
混
在
も
少
な
く
な
い
。

六

　

今
回
調
査
を
行
っ
た
小
説
は
、
特
に
何
ら
か
の
方
針
が
あ
っ
て
選
択
し
た
も

の
で
は
な
い
の
だ
が
、
幾
つ
か
の
作
品
を
見
た
だ
け
で
も
、
当
時
、
母
音
字
表

記
が
広
く
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
作
家
・
作
品
に
よ
っ
て

か
な
り
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
も
人
気
の
あ
る
、
川
端
康
成
や
、
今
回

は
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
太
宰
治
な
ど
は
、
母
音
字
表
記
を
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
表
記
法
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
母
音
字
表
記
専
用
と
言
え
る
よ
う
な
作
家
や
作
品
は
、
今
回
の
不
十
分
な

調
査
に
よ
る
推
測
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
母

音
字
表
記
が
基
本
の
文
章
で
も
、
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
長
音
符
号
表
記
が

混
在
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
長
音
符
号
表
記
専
用
と
い
う
作
品
も
少
な
く
、
殆

ど
の
場
合
に
（
現
在
で
は
母
音
字
表
記
し
な
い
語
を
）
母
音
字
表
記
し
た
例
が

見
ら
れ
る
の
も
、
当
時
の
特
徴
と
言
え
る
。
既
に
明
治
時
代
に
長
音
符
号
表
記

が
普
及
し
て
い
）
8
（
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
戦
前
の
小
説
に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
に
母
音
字
表
記
が
あ
る
程
度
（
作
家
に
よ
っ
て
は
殆
ど
専
用
に
ま
で
）
好

ま
れ
た
理
由
は
何
な
の
か
、
い
わ
ゆ
る
棒
引
き
仮
名
遣
い
に
対
す
る
抵
抗
が

あ
っ
た
こ
と
と
関
連
す
る
か
等
、
考
え
る
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し

今
回
は
ま
ず
手
始
め
と
し
て
幾
つ
か
の
小
説
の
実
態
を
窺
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
川
端
康
成
・
堀
辰
雄
・
伊
藤
整
の
よ
う
に
母
音

字
表
記
が
基
本
の
作
家
と
、
横
光
利
一
・
丹
羽
文
雄
・
芹
沢
光
治
良
・
高
見
順

の
よ
う
に
長
音
符
号
表
記
が
基
本
の
作
家
と
、
阿
部
知
二
・
宮
本
百
合
子
の
よ

う
に
長
音
符
号
表
記
が
多
い
も
の
の
母
音
字
表
記
も
少
な
く
な
い
作
家
が
い
た

と
い
う
よ
う
に
、
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
母
音
字
表
記
が
基
本
の

文
章
で
も
、
同
じ
母
音
字
が
連
続
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
は
、
連
続
を
避
け
て

な
の
か
長
音
符
号
表
記
に
す
る
傾
向
が
窺
わ
れ
た
。
一
方
、
長
音
符
号
表
記
が

基
本
の
文
章
で
も
、
著
名
な
人
名
に
は
母
音
字
が
慣
用
と
し
て
使
わ
れ
や
す
い

こ
と
、
ま
た
感
動
詞
等
の
語
末
の
長
音
は
母
音
字
で
示
す
等
の
傾
向
が
見
出
さ

れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
は
片
仮
名
表
記
を
検
討
の
対
象
と
し
た
た
め
示
さ
な
か
っ
た

が
、
比
較
的
多
く
の
作
品
に
、
平
仮
名
の
下
で
も
「
ー
」（
時
に
「
―
―
」
の

場
合
も
あ
る
）
を
用
い
る
、

ぷ
ー
ん
と
（『
伸
子
』
四
三
八
頁
）　

ぞ
ー
つ
と
し
た
（
同
、
四
四
四
〇

頁
）

わ
ー
ツ
（
同
、
四
五
一
頁
）　

も
ー
つ
と
（
同
、
五
〇
〇
頁
）

う
わ
ー
ツ
と
（『
寝
園
』
七
五
頁
）　

え
―
―
え
、
ど
う
ぞ
（
同
、
一
〇
四

頁
）

ふ
ー
む
（
同
、
二
五
七
頁
）　

え
―
―
え
（
同
、
三
四
三
頁
）

ひ
い
ー
と
（『
こ
の
絆
』
二
〇
三
頁
）　

ど
ー
ん
と
（
同
、
三
九
八
頁
）
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さ
あ
―
―
ツ
と
い
ふ
（『
万
暦
赤
絵
』
一
九
九
頁
）　

ふ
ー
む
（
同
、
二
二

一
頁
）

前
へ
ー
お
い
ツ
（『
子
供
の
四
季
』
四
頁
）　

突
込
め
―
―
ツ
（
同
、
同
）

へ
い
た
い
さ
ー
ん
（
同
、
五
頁
）　

あ
―
―
あ
（
同
、
一
五
二
頁
）

「
う
ー
ん
」「
う
ー
ん
」
と
（『
街
』
一
七
〇
頁
）

「
ふ
ー
ん
、
ふ
ー
ん
」
と
（
同
、
二
四
五
頁
）

お
ー
い
、
ビ
イ
ル
を
く
れ
（『
街
と
村
』
九
七
頁
）

う
ー
ん
（『
如
何
な
る
星
の
下
に
』
九
頁
）　

ふ
ー
む
と
（
同
、
五
六
・
五

七
頁
）

ふ
ー
ん
（
同
、
一
〇
六
頁
）　

お
い
な
り
さ
ー
ん
（
同
、
一
八
七
頁
）

は
ー
い
（
同
、
一
九
四
頁
）　

へ
ー
え
？
（
同
、
二
六
五
頁
）

の
よ
う
な
例
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
小
説
の
表
記
の
特
徴

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
）
9
（
る
。「
え
エ
え
、
い
い
の
」（『
寝
園
』
七
八
・
七
九
頁
）

の
よ
う
な
例
も
少
し
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
位
置
に
は
長
音
符
号
「
ー
」
が
用

い
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
や
、
両
表
記
の
混
在
な
ど
の
点
か
ら
、
当
時

は
、
現
在
に
比
べ
る
と
、
片
仮
名
母
音
字
と
長
音
符
号
と
が
近
い
も
の
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
音
表
記
に
限
っ
て
も
興

味
深
い
点
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
戦
前
の
表
記
法
に
関
し
て
追
究
す
べ
き
問
題

は
少
な
く
な
い
と
言
え
る
。

　
　

本
稿
は
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
〇
年
度
成
蹊
大
学
研
究
助
成
（
研
究
テ
ー
マ
「〈
戦
前
〉

の
日
本
語
―
表
記
・
語
法
・
文
体
か
ら
の
多
面
的
考
察
―
」）
を
う
け
て
な
さ
れ
た
研

究
成
果
で
あ
る
。

注
1　

今
回
調
査
し
た
本
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
川
端
康
成
『
感
情
装
飾
』（
大

正
十
五
年
、
金
星
堂
）・『
伊
豆
の
踊
子
』（
昭
和
二
年
、
金
星
堂
）・『
浅
草
紅
団
』

（
昭
和
五
年
、
先
進
社
）・『
雪
国
』（
昭
和
十
二
年
、
創
元
社
）、
宮
本
百
合
子
『
伸

子
』（
昭
和
三
年
、
改
造
社
）、
坪
田
譲
治
『
子
供
の
四
季
』（
昭
和
十
三
年
、
新
潮

社
）、
堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』（
昭
和
十
三
年
、
野
田
書
房
）、
高
見
順
『
如
何
な
る
星

の
下
に
』（
昭
和
十
五
年
、
新
潮
社
）
は
、
ほ
る
ぷ
出
版
の
複
刻
本
（
名
著
複
刻
全
集
、

近
代
文
学
館
）
に
よ
る
。
そ
の
他
は
、
横
光
利
一
『
寝
園
』（
昭
和
七
年
、
中
央
公
論

社
）、
丹
羽
文
雄
『
こ
の
絆
』（
昭
和
十
一
年
、
改
造
社
）・『
中
年
』（
昭
和
十
六
年
、

河
出
書
房
）、
志
賀
直
哉
『
万
暦
赤
絵
』（
昭
和
十
一
年
、
中
央
公
論
社
）、
中
山
義
秀

『
厚
物
咲
』（
昭
和
十
三
年
、
小
山
書
店
）・『
小
説
集
「
い
し
ぶ
み
」』（
昭
和
十
四
年
、

創
元
社
）、
阿
部
知
二
『
街
』（
昭
和
十
四
年
、
新
潮
社
）・『
風
雪
』（
昭
和
十
四
年
、

創
元
社
）、
伊
藤
整
『
街
と
村
』（
昭
和
十
四
年
、
第
一
書
房
）・『
霧
氷
』（
昭
和
十
五

年
、
三
笠
書
房
）、
片
岡
鉄
兵
『
思
慕
』（
昭
和
十
三
年
、
竹
村
書
房
）。

2　

平
仮
名
と
漢
字
を
主
と
す
る
文
章
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
捨
て
仮
名
や
接
尾
語

「
つ
」
の
表
記
と
し
て
片
仮
名
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
戯

作
か
ら
の
よ
う
で
、
坂
梨
（
一
九
八
九
）
に
は
、
談
義
本
・
黄
表
紙
・
洒
落
本
の
主

要
作
品
と
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』『
偐
紫
田
舎
源
氏
』『
浮
世
床
』『
春
色
梅
児
誉
美
』

の
例
（
江
戸
前
期
の
近
松
浄
瑠
璃
本
の
例
も
）
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
語

の
様
相
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
黄
表
紙
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
（
一
九
九

九
）
で
更
に
幾
つ
か
の
作
品
の
例
を
示
し
た
。
散
文
作
品
ほ
ど
は
片
仮
名
の
使
用
が

多
様
で
は
な
い
『
柳
多
留
』
で
も
、
活
用
語
尾
と
捨
て
仮
名
が
片
仮
名
の
使
用
箇
所

で
あ
る
こ
と
が
山
田
（
一
九
七
二
）
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
殆
ど
廃
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
表
記
は
、
江
戸
語
的
な
表
記
で
あ
る
と
も
言

え
る
。

3　

以
上
の
よ
う
な
長
音
・
促
音
、
ま
た
こ
の
二
作
品
に
は
例
が
な
い
が
撥
音
と
い
っ

た
、
語
な
ど
の
中
の
特
殊
音
の
部
分
や
、
副
詞
が
、
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
の
も
、
江

戸
戯
作
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
種
々
の
作
品
の
例
が
坂
梨
（
一
九
八
九
）
に
、

黄
表
紙
の
他
の
例
は
久
保
田
（
一
九
九
九
）・（
二
〇
〇
二
）
に
、『
浮
世
風
呂
』
の
例

は
土
屋
（
一
九
八
〇
）
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

4　

こ
の
カ
マ
や
ム
キ
は
、
土
屋
（
一
九
七
七
）
が
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記
で
意
味
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が
異
な
る
例
と
す
る
も
の
、
中
山
（
一
九
九
八
）
が
、
漢
字
表
記
の
第
一
義
で
な
い

場
合
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
に
当
た
る
と
言
え
る
。

5　

土
屋
（
一
九
八
〇
）
に
現
代
の
片
仮
名
用
法
に
『
浮
世
風
呂
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ

る
も
の
が
あ
る
点
、
岩
淵
（
一
九
八
二
）
に
『
浮
世
風
呂
』
の
片
仮
名
使
用
が
明
治

期
の
小
説
に
も
現
代
語
に
も
同
様
の
使
い
方
が
少
な
く
な
い
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
語
以
降
の
片
仮
名
使
用
は
大
き
く
見
れ
ば
同
質
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。

6　

こ
の
ほ
か
に
、
誤
植
と
見
ら
れ
る
「
エ
レ
ヴ
エ
ア
タ
」（
一
一
三
頁
）
が
あ
る
。

7　

既
に
示
し
た
よ
う
に
『
浅
草
紅
団
』
に
も
こ
の
「
レ
ヴ
イ
ウ
」
が
多
く
見
ら
れ
る

の
で
、
こ
の
表
記
が
浅
草
で
は
慣
用
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

8　

例
え
ば
、
貝
（
一
九
九
七
）
に
示
さ
れ
て
い
る
例
が
、「
ミ
イ
ラ
」
以
外
は
長
音
符

号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

9　

現
代
の
小
説
に
も
見
ら
れ
る
（
例
え
ば
岩
淵
（
一
九
八
二
）
が
示
す
田
中
康
夫

『
な
ん
と
な
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
』
の
「
す
ご
い
」
の
例
の
中
に
「
す
ご
ー
く
」
が
あ

る
）
が
、
現
在
で
は
多
く
の
作
家
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
表
記
と
は
言
い
難
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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